
十
羅
刹
女
画
像
に
つ
い
て
の
一
考
察

配
列
に
つ
い
て

藤

村

泰

介

一
、
は

じ

め

に

桃
山
時
代
の
絵
師
長
谷
川
等
伯
は
北
陸
地
方
に
多
く
の
仏
画
を
残
し
て
い
る
。
等
伯
が
描
い
た
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
と
し
て
、
富

山

。
大
法
寺
本
と
富
山

・
妙
伝
寺
本
の
二
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
大
法
寺
本
は
鬼
子
母
神
と
半
支
迦
大
将
を
上
位
に
置
き
、
そ
の
下

に
十
羅
刹
女
を
配
し
、
妙
伝
寺
本
は
鬼
子
母
神
を
中
央
に
大
き
く
描
き
、
そ
の
回
り
を
Ｕ
字
に
囲
む
よ
う
に
十
羅
刹
女
が
配
さ
れ
て
い

る
。
二
作
品
と
も
十
羅
刹
女
は
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
法
寺
本
が

一
名
藍
婆
か
ら
十
名
奪

一
切
衆
生
精
気
ま
で
順
序
を
追
っ

て
配
列
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
妙
伝
寺
本
は
三
名
曲
歯
と
五
名
黒
歯
の
位
置
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
三
名
曲
歯
と
五
名
黒
歯
の
位
置
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
は
何
か
特
別
な
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
画
像
の
変
遷

十
羅
刹
女
画
像
の
最
も
古
い
記
録
は
、
承
暦
三
年

（
一
〇
七
九
）
十

一
月
五
日
の

「法
成
寺
供
養
塔
願
文
」
に
し
る
さ
れ
た
も
の

社
沐
學
業
　
第

二
十
号



で
、
再
建
さ
れ
た
法
成
寺
釈
迦
堂
の
一扉
絵
と
し
て
、
十
六
羅
漢
、
多
聞
持
国
天
、
散
晦
鬼
神
、
堅
牢
地
神
、
迦
毘
羅
神
な
ど
と
と
も
に

十
羅
刹
女
が
描
か
れ
た
と
い
う
。

そ
の
あ
と
で
は
、
久
寿
二
年

（
一
一
五
五
）
に
、
法
性
寺
殿
の
修
仏
に
左
衛
門
督
藤
原
重
通
が
供
養
し
た
と
さ
れ
る

「
二
幅
普
賢
菩

薩
像
粧
対
羅
」
ヽ
嘉
応
二
年

（
一
一
七
〇
）
に

一
品
経
供
養
に
際
し
て
左
衛
門
左
平
信
基
が
制
作
さ
せ
た

「
一
幅
普
賢
菩
薩

一
鋪
、
在
十

羅
刹
女
」
、
養
和
二
年

（
一
一
人
三
）
、
前
年
に
崩
御
し
た
崇
徳
天
皇
中
宮
藤
原
聖
子
の
供
養
の
た
め
に
描
か
れ
た

「普
賢
菩
薩
井
十
羅

刹
女
半一
鋪
」
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
三
例
は
い
ず
れ
も
亡
く
な

っ
た
女
性
の
供
養
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

十
羅
刹
女
が

一
セ
ッ
ト
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
普
賢
十
羅
刹
女
像
が
多

い
。
普
賢
十
羅
刹
女
像
は

『法
華
経
』
の

「普
賢
菩
薩
勧
発

品
」
に
説
か
れ
る
普
賢
菩
薩
と

「陀
羅
尼
品
」
に
と
か
れ
る
二
菩
薩
、
二
天
王
、
十
羅
刹
女
、
鬼
子
母
神
が
結
び
つ
け
ら
れ
描
か
れ
た

も
の
で
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
数
多
く
描
か
れ
た
。
普
賢
菩
薩
を
中
心
に
大
き
く
描
き
、
十
羅
刹
女
等
を
従
え
る

よ
う
な
構
図
を
と
る
。
現
存
す
る
最
も
古

い
作
品
は
、
天
永
三
年

（
一
一
一
二
）
に
建
て
ら
れ
た
兵
庫

・
鶴
林
寺
太
子
堂
、
内
陣
四
天

柱
の
う
ち
西
南
柱
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
絹
絵
の
作
品
と
し
て
は
京
都

。
慮
山
寺
本

（平
安
時
代
十
二
世
紀
後
半
）
が
最
も
古

い
。
ま
た
十
羅
刹
女
を

一
体
ず

つ
描
い
た
も
の
に
仁
平
二
年

（
一
一
五
二
）
の
制
作
と
さ
れ
る

「一扇
面
法
華
経
冊
子
」
（四
天
王
寺

・

東
京
国
立
博
物
館
）
表
紙
絵
、
長
寛
二
年

（
一
一
六
四
）
頃
の

「平
家
納
経
」
（厳
島
神
社
）
の

「従
地
涌
出
品
」
「観
普
賢
経
」
の
見

返
り
絵
が
あ
る
。
十
羅
刹
女
は
唐
装
で
描
か
れ
る
作
品
が
多

い
が
、
和
装
で
描
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
和
装
で
描
か
れ
る
作
品
と

し
て
、
奈
良
国
立
博
物
館
本
、
静
岡

。
大
福
寺
本
、
個
人
蔵
本

（旧
益
田
家
本
）
、
兵
庫

。
福
祥
寺
本
、
東
京
芸
術
大
本
が
知
ら
れ
、

羅
刹
女
を

一
体
ず

つ
描
い
た

「扇
面
法
華
経
冊
子
」
表
紙
絵
、
「平
家
納
経
」
見
返
り
絵
の
羅
刹
女
も
和
装
で
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
十
羅
刹
女
が
画
像
に
表
さ
れ
る
と
き
、
九
羅
刹
女
に
鬼
子
母
神
を
加
え
て
十
羅
刹
女
と
す
る
作
品
が
見
ら
れ
る
が
、
鬼
子
母

神
が
特
別
な
存
在
と
み
な
さ
れ
ず
十
羅
刹
女
と
同
等
、
も
し
く
は
十
羅
刹
女
に
包
摂
さ
れ
る
存
在
で
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
日



蓮
門
下
に
お
い
て
も
、
は
じ
め
両
者
は
十
羅
刹
女
を
主
と
し
た
信
仰
で
あ

っ
た
が
、
や
が
て
子
安

。
子
育
て
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
き
た
鬼
子
母
神
は

「十
羅
刹
女
の
母
」
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
南
北
朝

・
室
町
初
期
に
は
鬼
子
母
神
を
中

心
に
置
い
て
、
そ
の
回
り
に
十
羅
刹
女
を
配
す
る
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

三
、
各
羅
刹
女
の
図
様
に
つ
い
て

作
品
に
描
か
れ
る
十
羅
刹
女
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
羅
刹
女
に
相
当
す
る
の
か
を
確
定
し
な
け
れ
ば
、
配
列
を
検
討
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
十
羅
刹
女
に
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
図
様
か
ら
判
別
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

十
羅
刹
女
の
図
様
に
つ
い
て
は
、
唐
の
時
代
の
訳
撰
者
不
明
と
さ
れ
る

『法
華
十
羅
刹
法＜
』
、
ま
た

『阿
娑
縛
抄＜
』
に
説
か
れ
て
い

Ｚ
Ｏ

。

『法
華
十
羅
刹
法
』
で
は
、
羅
刹
女
の
持
ち
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

。
一
名
藍
婆
―

「右
手
独
股
当
右
肩
。
左
手
持
念
珠
」

・
二
名
昆
藍
婆
―

「右
手
把
風
雲
。
左
手
把
念
珠
」

。
三
名
曲
歯
―

「前
捧
香
花
」

。
四
名
華
歯
―

「右
手
把
花
。
左
手
把
花
盤
」

。
五
名
黒
歯
―

「右
手
取
叉
左
手
軍
持
也
」

。
六
名
多
髪
―

「右
手
銅
環
取
。
左
手
如
舞
」

。
七
名
無
厭
足
―

「如
頂
経
之
形
。
恒
守
護
」

十
み
刹
姜
画
像
に
つ
い
て
の
一
方
慕
　
―
配
列
に
つ
い
て
―
‐



八
名
持
壊
塔
―

「左
右
之
手
持
壊
略
」

九
名
皐
諦
―

「右
手
把
裳
。
左
手
持
独
股
」

十
名
奪

一
切
衆
生
精
気
―

「右
手
持
杵
左
手
持
三
股
」

『阿
娑
縛
抄
』
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

一
名
藍
婆
―

「右
手
独
股
当
右
肩
　
左
手
持
念
珠
」

二
名
毘
藍
婆
―

「右
手
把
風
雲
　
左
手
括
裳
持
」

三
名
曲
歯
―

翌
削
捧
香
花
」

四
名
華
歯
―

「右
手
把
花
戯
　
左
手
把
花
盤
」

五
名
黒
歯
―

「右
手
持
刃
　
左
手
軍
持
」

六
名
多
髪
―

「右
手
鋼
鍍
取
　
左
手
如
俳
」

七
名
無
厭
足
―

「恒
守
護
経
箱
」

八
名
持
暖
略
―

「左
右
之
手
持
壊
塔
」

九
名
皐
諦
―

「右
手
把
嚢
　
左
手
持
独
股
」

十
名
奪

一
切
衆
生
精
気
―

「右
手
持
杵
左
手
持
三
股
」

五
名
黒
歯

つ
い
て
は

『法
華
十
羅
刹
法
』
で
は

「右
手
取
叉
」
と
あ
る
が
、
作
品
を
見
る
と
、
黒
歯
が
右
手
に
剣
を
持
つ
図
様
が
多

く
見
ら
れ
、
ま
た

『阿
娑
縛
抄
』
で
は

「右
手
持
刃
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
叉
」
は

「剣
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ｚｅ
。



九
名
皐
諦
が

『阿
娑
縛
抄
』
で
説
か
れ
る
右
手
に
持

つ

「嚢
」
に
つ
い
て
は
、
作
品
中
、
羅
刹
女
が
手
に
袋
状
の
も
の
を
持

っ
て
い

る
図
様
が
見
ら
れ
る
。
『法
華
十
羅
刹
法
』
の

「裳
」
に
つ
い
て
は
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
多
く
の
作
品
で
皐
諦
と
み
ら
れ

る
羅
刹
女
が

「索
」
を
持

っ
て
お
り
、
「索
」
と
い
う
文
字
を
誤

っ
て

「裳
」
と
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る＜
。

し
か
し
、
こ
れ
ら

『法
華
十
羅
刹
法
』
『阿
娑
縛
抄
』
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
、
描
か
れ
る
図
様
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
そ

こ
で
羅
刹
女
に
名
前
が
記
し
て
あ
る
作
品
の
図
様
と
比
べ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ど
の
羅
刹
女
に
あ
た
る
の
か
を
判
別
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
に
な
る
。

次
頁
の
表
は
、
各
作
品
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
羅
刹
女
が
手
に
持

つ
物
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
剥
落
な
ど
の
画
面
の
痛
み

の
た
め
判
別
出
来
な
い
作
品
も
多

い
が
、
こ
こ
で
は
十
羅
刹
女
を
比
較
的
鮮
明
に
見
る
こ
と
の
出
来
る
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
①
、

②
、
⑤
、
⑪
、
⑫
の
作
品
は
各
羅
刹
女
に
名
前
が
記
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従

っ
て
い
る
。

各
羅
刹
女
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

。
一
名
藍
婆

儀
軌
の
通
り
、
右
手
に
独
鈷
、
左
手
に
念
珠
を
持

つ
姿
に
描
か
れ
る
作
品
が
多

い
。
③
の
作
品
は
左
手
に
扇
を
持

っ
て
い
る
が
、
な

ぜ
扇
を
持

つ
図
様
で
描
か
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
⑪
の
作
品
は
両
手
に
柄
香
炉
を
持

っ
て
い
る
。

・
二
名
毘
藍
婆

右
手
を
上
げ
指
先
に
雲
状
の
物
を
描
く
も
の

（①
、
②
、
③
、
⑦
、
③
、
⑨
、
⑩
、
①
、
⑫
）
と
、
手
に
円
盤
状
の
鏡
ら
し
き
も
の

を
持
つ
も
の

（④
、
⑥
）
に
分
か
れ
る
。
鏡
ら
し
き
も
の
を
手
に
取
る
の
は

『法
華
十
羅
刹
法
』
に

「前
立
鏡
台
」
と
あ
り
、
こ
の

一

文
に
よ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
④

の
作
品
は
手
に
取
る
鏡
が
入
稜
鏡
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

⑤
の
作
品
は
両
手
で
経
箱
を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
⑪
の
作
品
は
右
手
に
剣
、
左
手
に
水
瓶
を
持

っ
て
い
る
。

十
雅
刊
姜
画
像
に
つ
い
て
の
一
オ
慕
　
―
配
列
に
つ
い
て
―



十
名
奪

一
切

衆
生
精
気

九
名
皐
諦

八
名
持
暖
塔

七
名
無
厭
足

六
名
多
髪

五
名
黒
歯

四
名
華
歯

三
名
曲
歯

二
名
毘
藍
婆

一
名
藍
婆

右
手
持
杵

左
手
持
三
股

右
手
把
裳

（嚢
）

左
手
持
独
股

左
右
之
手
瑶
略

如
頂
経
之
形

（恒
守

護
経
籍
）

右
手
銅
環
取

（銅

鍍
）
左
手
如
舞

右
手
持
叉

（刃
）

左
手
軍
持

右
手
把
花

左
手
把
華
盤

棒
香
花

右
手
把
風
雲

左
手
把
念
珠

（余

持
）

右
手
独
股

左
手
持
念
珠

『法
華
十
羅
刹
法
』

（か

っ
こ
内
は

『阿

娑
縛
抄
じ

右
手

。
鉾

左
手

・
三
鈷
杵

左 右
手 手

独 索
鈷
杵

両
手
で
壊
塔

両
手
で
経
箱

左 右
手 手

鍍 鍍

右
手

・
剣

左
手

・
水
瓶

右
手

。
蓮
華

左
手

。
華
盤

両
手
で
柄
香
炉

右
手

。
雲
状
の
も

の左
手

。
衣
中

右
手

。
独
鈷
杵

左
手

・
念
珠

①
富
山

・
妙
伝
寺

「鬼
子
母
神
十
羅

刹
女
像
」
名
あ
り

右
手

。
鉾

左
手

・
三
鈷
杵

右
手

。
独
鈷
杵

左
手

。
索

両
手
で
壊
塔

両
手
で
経
箱

（経

箱
に
蓋
を
し
経
巻

は
見
え
な
い
）

左 右
手 手

鍍 鍍

右
手

。
剣

左
手

・
水
瓶

左 右
手 手

華 蓮
盤 華

両
手
で
柄
香
炉

右
手

・
雲
状
の
も

の左
手

。
衣
中

右
手

。
独
鈷
杵

左
手

・
念
珠

②
富
山

。
大
法
寺

「鬼
子
母
神
十
羅

刹
女
像
」
名
あ
り

右
手

・
鉾

左
手

・
三
鈷
杵

左 右
手 手

衣 索
中

両
手
で
理
略

両
手
で
経
箱

右
手

・
衣
中

左
手

。
円
盤
状
の

も
の

左右
手 手

水 剣
瓶

右
手

・
蓮
華

左
手

。
華
盤

両
手
で
柄
香
炉

右
手

・
雲
状
の
も

の左
手

・
念
珠

右
手

・
独
鈷
杵

左
手

・
念
珠

③
大
阪

・
藤
田
美

術
館
「普
賢
十
羅
刹
女

蔵
」

右
手

。
三
鈷
杵

左
手

。
鉾

左 右
手 手

衣 索
中

両
手
で
瑶
塔

胸
の
前
で
合
掌

描
か
れ
ず

（？
）

右
手

・
剣

左
手

。
水
瓶

両
手
で
足
つ
き
台

に
載
っ
た
華
盤

両
手
で
香
炉
を
載

せ
た
盤

右
手

。
大
き
く
上

げ
て
そ
ら
す

左
手

・
八
稜
鏡

右
手

。
独
鈷
杵

左
手

・
念
珠

④
奈
良
国
立
博
物

館「普
賢
十
羅
刹
女

蔵
」

両
手
で
鉾

右
手
の
ひ
ら
正
面
向

け
て
か
ざ
し
、
指
の

先
か
ら
雲
状
の
も
の

左
手

・
衣
中

両
手
で
暖
塔

胸
の
前
で
合
掌

右
手

。
円
形
の
盆
状

の

も

の

左 右
手 手

水 剣
瓶

左 右
手 手

華 蓮
盤 華

両
手
で
柄
香
炉

両
手
で
経
箱

右
手

。
独
鈷
杵

左
手

・
念
珠

⑤
静
岡

。
大
福
寺

「普
賢
十
羅
刹
女
像

短
冊
名
あ
り

右
手

・
鉾

左
手

。
三
鈷
杵

左
手

。
独
鈷
杵

不
明

胸
の
前
で
合
掌

両
手
で
お
椀
状
の

も
の
左 右
手 手

水 剣
瓶

両
手
で
華
盤

両
手
で
香
炉
を
載

せ
た
菱
形
の
盤

左
手

。
円
盤
状
の

も
の
、
鏡
か
？

左
手

上
扇

⑥
東
京

・
個
人
蔵

「普
賢
十
羅
刹
女

像
」
（旧
益
田
家
本
）



十
名
奪

一
切

衆
生
精
気

九
名
皐
諦

八
名
持
瑶
略

七
名
無
厭
足

六
名
多
髪

五
名
黒
歯

四
名
華
歯

三
名
曲
歯

二
名
毘
藍
婆

一
名
藍
婆

左 右
手 手

な 鉾
し

左 右
手 手

索 不
明

両
手
で
瑛
略

両
手
で
経
箱

両
手
で
蓮
華

右
手

・
剣

左
手

。
水
瓶

左 右
手 手

華 蓮
盤 華

両
手
で
柄
香
炉

右
手

・
雲
状
の
も
の

左
手

・
念
珠

右
手

・
独
鈷
杵

左
手

。
念
珠

⑦
フ
リ
ア
美
術
館

「普
賢
十
羅
刹
女
像
」

右
手

・
鉾

左
手

・
剥
落
の
た
め
不
明

右
手
の
ひ
ら
を
見
せ
て
正

面
向
け
て
か
ざ
す

左
手

・
袋

両
手
で
襲
略
？

（？
剥
落
の
た
め
）

胸
の
前
で
合
掌

右
手

・
円
盤
状
の
も
の

左
手

・
衣
中

石
手

・
剣

左
手

・
剥
落
の
た
め
不
明

両
手

。
華
盤

両
手

で
香
炉
を
載
せ
た

盤
。
香
炉
以
外
に
も
載

っ

て
い
る

石
手

・
雲
状
の
も
の

左
手

・
念
珠

石
手

・
剥
落
の
た
め
不
明

左
手

・
念
珠

③
ギ
メ
美
術
館

「普
賢
十
羅
刹
女
像
」

（１
）

右
手

・
鉾

右
手

。
袋

左
手
の
ひ
ら
を
み
せ
る

両
手

で
壊
略

（不
鮮

明
）

胸
の
前
で
合
掌

右
手
で
円
盤
状
、
も
し

く
は
お
椀
状
の
も
の

右
手

。
剣

右
手

・
蓮
華

左
手

・
華
盤

両
手
で
香
炉
を
載
せ
た

盤
？

（？
か
く
れ
て
い

る
た
め
）

右
手

。
雲
状
の
も
の

右
手

・
独
鈷
杵

⑨
ギ
メ
美
術
館

「普
賢
十
羅
刹
女
像
」

（２
）

左 右
手 手

な鉾
し

右
手

。
な
し

左
手

・
袋

不
明
両
手
で
経
箱

両
手
組
ん
で
衣
中

左 右
手 手

水 剣
瓶

両
手
で
華
盤

両
手
で
香
炉

（柄
香

炉
で
な
い
）

右
手

・
雲
状
の
も
の

左
手

。
衣
中

右
手

・
独
鈷
杵

左
手

・
不
明

⑩
千
葉

。
浄
光
院

「十
羅
刹
女
像
」

右
手

・
鉾

左
手

。
な
し

（顔
が

肉
色
）

不
明

右
手

上
肩
ま

で
あ

げ
、
手
の
先
か
ら
雲

状
の
も
の

左
手

・
不
明

左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
手

に
鍍
ら
し
き
も
の

両
手
に
経
箱

両
手
で
蓮
華

右
手

・
華
盤

左
手

。
衣
中

両
手
で
壊
略

右
手

・
剣

左
手

・
水
瓶

両
手
で
柄
香
炉

⑪
静
岡

・
妙
法
華
寺

「十
界
勧
請
大
曼
荼
羅
」

短
冊
名
あ
り

右
手

・
鉾

左
手

。
三
鈷
杵

右
手

・
索

左
手

。
独
鈷
杵

両
手
で
暖
略

両
手
に
蓮
華

衣
中
で
合
掌

左 右
手 手

水 剣
瓶

右
手

。
蓮
華

左
手

・
華
盤

両
手
で
柄
香
炉

右
手

。
雲
状
の
も
の

左
手

。
念
珠

左 右
手 手

念独
珠 鈷
杵

⑫
滋
賀

・
舎
那
院

「三
月
経
曼
荼
羅
」

短
冊
名
あ
り

十
准
刊
女
画
像
に
つ
い
て
の
一
考
慕
　
―
配
列
に
つ
い
て
―
‐



。
三
名
黒
歯

両
手
で
柄
香
炉
を
持

つ
も
の

（①
、
②
、
③
、
⑤
、
⑦
、
⑫
）
と
、
両
手
で
香
炉
を
載
せ
た
盆

（も
し
く
は
盤
）
を
持

つ
も
の

（④
、
⑥
、
③
、
⑨
）
が
あ
る
。
③
の
作
品
は
盤
に
香
炉
以
外
の
物
も
載
せ
て
い
る
。
⑩
の
作
品
は
両
手
で
香
炉
を
持
つ
。
①
の
作
品

以
外
は
手
に
柄
香
炉

・
香
炉
を
持
つ
点
で
共
通
し
て
い
る
。
⑪
の
作
品
の
み
両
手
に
瑛
略
を
持
っ
て
い
る
。

・
四
名
華
歯

右
手
に
蓮
華

。
左
手
に
華
盤
を
持
つ
も
の

（①
、
②
、
③
、
⑤
、
⑦
、
⑨
、
⑫
）
と
、
両
手
で
華
盤
を
持
つ
も
の

（④
、
⑥
、
③
、

⑩
）
が
あ
る
。
珍
し
い
例
は
、
足
の
つ
い
た
台
に
華
盤
を
載
せ
て
持
つ
④
の
作
品
。
①
の
作
品
は
右
手
に
華
盤
、
左
手
は
衣
の
中
に
あ

ＺＯ
。

・
五
名
黒
歯

⑪

の
作
品
を
除
く
全
て
の
作
品
が
、
右
手
に
剣

。
左
手
に
水
瓶
を
持

つ
姿
に
描
か
れ
る
。
①
の
作
品
の
み
、
両
手
に
蓮
華
を
持

っ
て

い
る
。

・
六
名
多
髪

左
右
の
手
に
銭
を
持

つ
も
の

（①
、
②
、
⑪
）
、
両
手
で
円
盤
状

（ま
た
は
盆
状
、
も
し
く
は
お
椀
状
）
の
物
を
持

つ
も
の

（③
、

⑤
、
⑥
、
③
、
⑨
）
、
衣
の
中
で
合
掌
す
る

（も
し
く
は
手
を
組
む
）
も
の

（⑩
、
⑫
）
と
、
相
違
す
る
三
種
類
の
図
様
が
み
ら
れ

ＺＯ
。

・
七
名
無
厭
足

両
手
で
経
箱
を
持
つ
も
の

（①
、
②
、
③
、
⑦
、
⑩
）
と
、
胸
の
前
で
合
掌
す
る
も
の

（④
、
⑤
、
⑥
、
③
、
⑨
）
が
あ
る
。
両
手

で
経
箱
を
持
つ
姿
に
描
か
れ
る
作
品
の
う
ち
、
②
の
作
品
だ
け
が
経
箱
に
蓋
が
さ
れ
て
い
る
。



⑪
の
作
品
は
左
右
の
手
に
鍍
ら
し
き
物
を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
⑫
の
作
品
は
、
両
手
に
蓮
華
を
持
っ
て
い
る
。

・
八
名
持
瑶
塔

①
の
作
品
以
外
は
、
両
手
に
暖
路
を
持
つ
姿
で
描
か
れ
る
。
①
の
作
品
の
み
、
右
手
を
肩
ま
で
上
げ
、
手
の
先
に
風
雲
を
把
る
姿
に

描
か
れ
て
い
る
。

・
九
名
皐
諦

左
右
ど
ち
ら
か
の
手
に
索
を
持
ち
、
も
う

一
方
の
手
は
独
鈷
杵
を
持
つ

（①
、
②
、
⑦
、
⑫
）
か
、
あ
る
い
は
片
手
に
索
を
持
ち
、

も
う

一
方
の
手
は
衣
の
な
か
に
あ
る
も
の

（③
、
④
）
と
、
袋
状
の
物
を
持
つ
も
の

（③
、
⑨
、
⑩
）
が
あ
る
。
①
の
作
品
は
左
手
に

独
鈷
杵
を
持
つ
が
右
手
は
不
明
。
①
の
作
品
は
左
手
に
索
を
持
つ
が
右
手
は
不
明
。

⑤
の
作
品
は
右
手
の
ひ
ら
を
正
面
に
向
け
て
か
ざ
し
、
手
の
先
に
雲
状
の
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

・
十
名
奪

一
切
衆
生
精
気

右
手
に
鉾
を
持
ち
左
手
に
三
鈷
杵
を
持
つ
も
の

（①
、
②
、
③
、
⑥
、
⑫
）
と
、
持
つ
手
が
逆
に
な
り
右
手
に
三
鈷
杵
を
持
ち
左
手

に
鉾
を
持
つ
も
の

（④
）
、
両
手
で
鉾
を
持
つ
も
の

（⑤
）
、
右
手
に
鉾
を
持
ち
左
手
に
は
何
も
持
た
な
い
姿
に
描
か
れ
る
も
の

（⑦
、

⑩
、
⑪
）
が
あ
る
。
ど
の
作
品
も
鉾
を
持
っ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

十
羅
刹
女
の
持
ち
物
を
見
る
と
、　
一
名
藍
婆
、
五
名
黒
歯
、
八
名
持
瑶
略
、
十
名
奪

一
切
衆
生
精
気
は

一
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
に
つ
い
て
は
二
通
り
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
種
類
が
見
ら
れ
、
『法
華
十
羅
刹
法
』
『阿
娑
縛
抄
』
以
外
に
も
儀
軌
が
存
在
し
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
作
品
に
よ
っ
て
は
、
図
様
の
崩
れ
や
、
他
の
羅
刹
女
と
混
ぜ
あ
わ
さ
つ
た
り
重
複
す
る
よ
う
な
図
様
も
見
ら

れ
、
ど
の
羅
刹
女
に
あ
た
る
の
か
判
断
の
難
し
い
も
の
も
あ
る
。

十
雅
刊
姜
画
像
に
つ
い
て
の
一
考
来
　
―
配
列
に
つ
い
て
―
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④
の
作
品
に
は
六
名
多
髪
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
羅
刹
女
が
九
体
し
か
い
な
い
。
鬼
子
母
神
を
十
羅
刹
女
に
包
摂
し
て
描
い
た
た
め

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
『五
十
巻
抄
』
第
十
二

「本
身
事
」
に
は

「六
名
多
髪
者
普
賢
菩
薩
変
化
身
也
」
と
あ
り
、
多
髪
と
普
賢
菩
薩

が

「変
化
身
」
と

「本
身
」
の
関
係
に
あ
り
、
普
賢
菩
薩
で
多
髪
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
作
品
で
は

「昆
藍
婆
」
と
見
な
さ
れ
る
羅
刹
女
が
右
手
を
大
き
く
上
げ
て
反
ら
す
形
で
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

『法
華
十
羅
刹

法
』
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の

「多
髪
」
の
左
手

「如
舞
」
と
も
解
す
る
こ
と
で
き
る
た
め
疑
間
が
残
る
。
こ
う
い
っ
た
例
は

『平
家
納

経
』
の
見
返
し
絵
に
も
み
ら
れ
る
。
『平
家
納
経
』
の

「従
地
涌
出
品
」
と

「観
普
賢
経
」
の
見
返
し
絵
に
は
、
右
手
に
剣

・
左
手
に

水
瓶
を
持
つ

「五
名
黒
歯
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
ぜ
三
度
も
同
じ
羅
刹
女
が
描
か
れ
た
の
か
。
『五
十
巻
抄
』
で
は
黒
歯
の
本
身
を

大
日
如
来
と
す
る
と
こ
ろ
か
れ
、
五
名
黒
歯
を
十
羅
刹
女
の
中
心
と
し
て
、
黒
歯
だ
け
で
十
羅
刹
女
を
代
表
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

①
の
作
品
に
描
か
れ
る
十
羅
刹
女
の
持
ち
物
は
、
そ
の
多
く
が
儀
軌
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
と
異
な
り
、
他
の
作
品
の
羅
刹
女
の
持
ち

物
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
①
の
作
品
に
は
各
羅
刹
女
に
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
名
前
が
正
し
く
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
記
さ
れ

た
名
前
と
羅
刹
女
の
図
様
が

一
致
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
⑤
の
作
品
も
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
名
前
と
図
様
が

一
致
し
て
い

な
い
羅
刹
女
が
み
ら
れ
る
。
⑤
と
①
の
二
作
品
に
つ
い
て
は
、
記
さ
れ
た
名
前
が
信
用
で
き
な
い
た
め
、
図
様
か
ら
ど
の
羅
刹
女
に
相

当
す
る
の
か
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
各
作
品
に
お
け
る
十
羅
刹
女
の
配
列
に
つ
い
て

次
の
図
に
各
作
品
の
十
羅
刹
女
の
配
列
を
記
し
た
。



十
准
刹
姜
働
篠
に
つ
い
て
の
一
考
慕

|

画ι

′1

1こ

T 趙希鷺革饉絲 )

①鬼子母神十羅刹女像
(富山・妙伝寺 桃山時代)

③普賢十羅刹女像
(大阪 。藤田美術館 鎌倉時代 )

④普賢十羅刹女像
(奈良国立博物館 鎌倉時代)
※「鬼」は鬼子母神をあらわす

□

同

目

Ｈ

川

□

圃
日
日
□



要
耳
量
⑥普賢十羅刹女像
(東京 。個人蔵 鎌倉時代 )

③普賢十羅刹女像

(フ ランス・ギメ美術館 鎌倉時代)

⑤普賢十羅禾1女像
(静岡 。大福寺 南北朝時代)

⑦普賢十羅刹女像
(フ リア美術館 鎌倉時代)

Ｌ

寸
1



十
准
引
姜
画
像
に
つ
い
て
の
一
考
慕
　
―
記
列
に
つ
い
て
―
⑩十羅刹女像
(千葉・浄光院 南北朝時代)

⑫三月経曼茶羅
(滋賀 。舎那院 鎌倉時代後期)

⑨普賢十羅刹女像
(フ ランス・ギメ美術館 鎌倉時代)
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十
二
の
作
品
の
う
ち
羅
刹
女
が
順
序
通
り
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
②
大
法
寺

「鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」
、
⑤
大
福
寺

「普
賢

十
羅
刹
女
像
」
、
⑥
個
人
蔵

「普
賢
菩
薩
十
羅
刹
女
像
」
、
⑪
妙
法
華
寺

「十
界
勧
請
大
曼
荼
羅
」
、
⑫
舎
那
院

「三
月
経
曼
荼
羅
」
の

五
点
の
み
で
、
他
の
作
品
は
羅
刹
女
が
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
順
序
通
り
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
五
点
の
う

ち
、
②
、
⑤
、
⑪
、
⑫
の
四
点
に
は
十
羅
刹
女
に
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
羅
刹
女
が
順
序
通
り
に
配
列

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
記
さ
れ
た
名
前
に
従
っ
て
判
断
し
た
場
合
で
あ
る
。
先
に
見
た
通
り
、
⑤
と
⑪
の
作
品
は
名
前
と
図

様
が

一
致
し
て
い
な
い
。
図
様
か
ら
判
断
し
た
も
の
を
配
列
図
内
の

（　
）
内
の
数
字
で
示
し
た
。

羅
刹
女
が
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
く
と
、

。
②
大
法
寺

「鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」

記
さ
れ
た
名
前
と
図
様
が

一
致
す
る
。
よ
っ
て
十
羅
刹
女
は
順
序
通
り
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

・
⑤
大
福
寺

「普
賢
十
羅
刹
女
像
」
　
　
　
　
　
　
　
　
，

記
さ
れ
た
名
前
と
図
様
が

一
致
し
な
い
。

二
名
毘
藍
婆
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
両
手
に
経
箱
を
持
つ
図
様
か
ら
七
名
無
厭
足
と
考
え
ら
れ
る
。

九
名
皐
諦
は
右
手
を
肩
ま
で
上
げ
そ
の
手
の
先
に
雲
状
の
も
の
が
確
認
で
き
、
二
名
毘
藍
婆
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
名
藍
婆
、
三
名
曲
歯
、
四
名
華
歯
、
五
名
曲
歯
、
六
名
多
髪
、
八
名
持
壊
略
、
十
名
奪

一
切
衆
生
精
気
は
図
様
と

一
致
す
る
か

ら
、
残

っ
た
七
名
無
厭
足
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
が
九
名
皐
諦
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
羅
刹
女
は
胸
の
前
で
合
掌
す
る

姿
に
描
か
れ
て
お
り
、
儀
軌
に
説
か
れ
る
皐
諦
の
図
様
と
は
異
な
る
。
ま
た
他
の
作
品
に
も
皐
諦
が
胸
の
前
で
合
掌
し
て
い
る
も
の
は

見
あ
た
ら
な
い
。
胸
の
前
で
合
掌
す
る
図
様
は
七
名
無
厭
足
に
多
数
見
ら
れ
る
が
、
既
に
両
手
に
経
箱
を
持
つ
無
厭
足
と
見
ら
れ
る
羅

刹
女
が
他
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
羅
刹
女
を
無
厭
足
と
判
断
す
る
と
無
厭
足
が
二
体
に
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
羅
刹



女
は
皐
諦
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
強
い
の
だ
が
、
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
⑤
の
作
品
は
羅
刹
女
に
記
さ
れ
た
名
前
か
ら
判
断
す
れ
ば
順
序
通
り
並
ん
で
い
る
が
、
二
名
昆
藍
婆
と
九
名
皐

諦
は
名
前
と
図
様
が

一
致
せ
ず
、
実
際
に
は
十
羅
刹
女
を
順
序
通
り
配
列
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

・
⑥
個
人
蔵

「普
賢
菩
薩
十
羅
刹
女
像
」

羅
刹
女
に
名
前
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
図
様
か
ら
の
判
別
の
結
果
、
十
羅
刹
女
は
順
序
通
り
配
列
さ
れ
て
い
る
。

・
⑪
妙
法
華
寺

「十
界
勧
請
大
曼
荼
羅
」

羅
刹
女
に
記
さ
れ
た
名
前
と
図
様
が

一
致
し
な
い
。

一
名
藍
婆
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
両
手
に
柄
香
炉
を
持

つ
図
様
か
ら
、
三
名
曲
歯
と
考
え
ら
れ
る
。

二
名
毘
藍
婆
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
右
手
に
剣
、
左
手
に
水
瓶
を
持
ち
、
五
名
黒
歯
と
考
え
ら
れ
る
。

三
名
曲
歯
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
両
手
に
壊
略
を
持

っ
て
お
り
、
八
名
持
壊
略
と
考
え
ら
れ
る
。

四
名
華
歯
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
儀
軌
に
記
さ
れ
た
図
様
と

一
致
す
る
。

五
名
黒
歯
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
両
手
で
蓮
華
の
花
を
持
ち
、
儀
軌
に

「捧
香
花
」
と
記
さ
れ
る
三
名
曲
歯
に
あ
た
る
か
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
他
の
作
品
の
三
名
曲
歯
は
柄
香
炉
、
も
し
く
は
香
炉
を
持

っ
て
お
り
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
も
柄
香
炉
を
持

っ
た
羅
刹

女
が
別
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

六
名
多
髪
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
両
手
に
経
箱
を
持

っ
て
お
り
、
七
名
無
厭
足
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

七
名
無
厭
足
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
左
右
の
手
に
銅
鍍
の
様
な
も
の
を
持

っ
て
お
り
、
六
名
多
髪
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

人
名
持
壊
略
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
右
手
を
肩
ま
で
上
げ
、
そ
の
手
の
先
に
雲
状
の
も
の
が
見
え
、
二
名
昆
藍
婆
に
あ
た
る
と
考

え
ら
れ
る
。

十
准
刊
姜
画
像
に
つ
い
て
の
一
考
慕
　
―
配
列
に
つ
い
て
―



九
名
皐
諦
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
左
手
に
独
鈷
杵
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

一
名
藍
婆
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
は
っ
き
り
判

別
で
き
な
い
。

十
名
奪

一
切
衆
生
精
気
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
、
右
手
に
鉾
を
持
ち
儀
軌
と
も

一
致
す
る
。
し
か
し
顔
の
色
が
赤
く
着
色
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
表
現
は
、
他
の
作
品
、
な
ら
び
に
儀
軌
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は

一
名
藍
婆
に
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
⑪
は
、
羅
刹
女
に
記
さ
れ
た
名
前
は
順
序
通
り
並
ん
で
い
る
が
、
四
名
華
歯
、
十
名
奪

一
切
衆
生
精
気
を
除
く

人
体
の
羅
刹
女
に
お
い
て
名
前
と
図
様
が

一
致
せ
ず
、
実
際
に
は
羅
刹
女
を
順
序
通
り
配
列
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

。
⑫
舎
那
院

「三
月
経
曼
荼
羅
」

羅
刹
女
に
記
さ
れ
た
名
前
と
図
様
が

一
致
す
る
が
疑
間
が
残
る
。

七
名
無
厭
足
が
両
手
に
蓮
華
を
持

っ
て
お
り
、
儀
軌
と

一
致
し
な
い
。
「捧
香
花
」
と
儀
軌
に
説
か
れ
る
三
名
曲
歯
か
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
他
の
作
品
の
黒
歯
は
柄
香
炉
、
も
し
く
は
香
炉
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
作
品
に
も
柄
香
炉
を
持

っ
た
羅
刹
女
が
描
か
れ
て
い

る
た
め
黒
歯
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
⑦
の
作
品
の
多
髪
が
両
手
で
蓮
華
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
羅
刹
女
は
多
髪
の
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
の
多
髪
と
記
さ
れ
た
羅
刹
女
は
衣
中
で
合
掌
し
て
い
る
。
他
の
作
品
で
は
無
厭
足
が
胸
前
で
合
掌
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
こ
の
羅
刹
女
を
無
厭
足
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
⑩
の
作
品
の
多
髪
が
衣
中
で
両
手
を
組
ん
で
お
り
、
こ
の
羅
刹
女

を
無
厭
足
と
す
る
こ
と
に
は
疑
間
が
残
る
。

も
し
多
髪
と
無
厭
足
の
位
置
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
順
序
通
り
に
並
ん
で
い
る
と
見
る
こ
と
が

出
来
る

（配
列
図
⑫
参
照
）
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
羅
刹
女
が
順
序
通
り
配
列
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
た
五
作
品
の
う
ち
、
実
際
に
は
②
大
法
寺

「鬼
子
母
神
十
羅



刹
女
像
」
、
⑥
個
人
蔵

「普
賢
菩
薩
十
羅
刹
女
像
」
、
⑫
舎
那
院

「三
月
経
曼
茶
羅
」
の
三
作
品
の
み
が
順
序
通
り
配
列
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

五
、
お

わ

り

に

十
羅
刹
女
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
左
右
対
称
に
整
然
と
並
べ
て
描
か
れ
る
画
面
構
成
で
あ

っ
て
も
、
順
序
通
り
に
並
べ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
多
く
、
作
品
に
よ

っ
て
全
く
順
序
が
乱
れ
て
い
た
り
、　
一
部
だ
け
入
れ
替
わ

つ
て
い
た
り
も
す
る
。
各
作
品
に
共
通
し
て
い

る
の
は
、　
一
番
手
前
に
藍
婆
を
置
き
、
最
後
方
に
奪

一
切
衆
生
精
気
を
置
く
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
で

（②
大
法
寺
本
は
手
前
に
十
名
奪

一
切

衆
生
精
気
を
置
き
、
最
後
方
に
藍
婆
を
置
い
て
い
る
）
、
そ
れ
以
外
の
羅
刹
女
の
配
列
は
作
品
に
よ

っ
て
様
々
で
定
ま

っ
て
い
る
と
は

い
んゝ
な
い
。

藍
婆
か
ら
奪

一
切
衆
生
精
気
ま
で
順
序
通
り
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
作
品
は
少
な
く
、
作
品
を
描
く
時
、
十
羅
刹
女
を
順
序
通
り
に
並

べ
よ
う
と
い
う
意
識
は
低
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
等
伯
が
描
い
た
妙
伝
寺
本
に
お
け
る
十
羅
刹
女
の
配

置
に
、
特
別
な
意
図
は
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。　
一
方
で
、
各
羅
刹
女
に
記
さ
れ
て
い
る
名
前
は
順
序
通
り
並
ん
で
い
る
こ
と
が
多

く
、
名
前
を
書
き
入
れ
る
時
に
は
順
序
通
り
に
並
べ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
名
前
と
図
様
が

一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
た
め
、
順
序
通
り
に
並
べ
ら
れ
て
い
な
い
作
品
が
多
い
の
だ
が
。
作
品
を
描
い
た
者
と
名
前
を
書
き
入

れ
た
者
は
別
人
で
あ

っ
た
ろ
う
か
ら
、
両
者
の
間
に
意
識
の
差
が
あ

っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
く
は
手
本
と
し
た
作
品
の
十
羅

刹
女
の
並
び
が
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
等
伯
が
描
い
た
妙
伝
寺
本
は
、
羅
刹
女
に
記
さ
れ
た

名
前
と
図
様
が

一
致
し
な
が
ら
、
順
序
通
り
配
列
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
記
さ
れ
た
名
前
も
順
序
通
り
配
列
さ
れ
て
い
な
い
。

十
准
劉
姜
働
篠
に
つ
い
て
の
一
オ
慕
　
―
配
列
に
つ
い
て
―
，



今
回
は
対
象
に
し
た
作
品
が
限
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
十
羅
刹
女
の
図
様
の
多
様
性
が
確
認
で
き
、
今
後
、
十
羅
刹
女
が
描
か

れ
た
さ
ら
に
多
く
の
作
品
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

主

０
　
図
①
、
②

②
　
『兵
範
記
』
久
寿
二
年
十
月
九
日
条
。
法
性
寺
殿
の
修
仏
に
際
し
左
衛
門
督
藤
原
重
通
が
、
同
年
九
月
十
五
日
に
亡
く
な
っ
た
関

白
藤
原
忠
通
の
室
藤
原
宗
子
の
た
め
に
二
幅
普
賢
菩
薩
像

一
鋪
と
法
華
経
を
書
写
し
て
供
養
し
た
と
記
さ
れ
る
。

０
　
『兵
範
記
』
嘉
応
二
年
六
月
二
十
二
日
条
。
平
信
基
の
亡
く
な
っ
た
室
の
た
め
に
、
そ
の
六
七
日
を
過
ぎ
た
翌
日
に
、
男
方
だ
け

で

一
品
供
養
を
行
っ
た
際
、
次
男
の
左
衛
門
佐
信
基
が
絹

一
幅
の
普
賢
十
羅
刹
女
像
を
図
絵
さ
せ
て
供
養
し
た
と
記
さ
れ
る
。

０
　
『玉
葉
』
養
和
二
年
正
月
十
二
日
条
。
故
皇
嘉
門
院

（崇
徳
天
皇
中
宮
藤
原
聖
子
）
の
旧
臣
や
女
房
等
が
、
門
院
の
た
め
に
結
縁

経
を
完
成
し
て
供
養
し
、
あ
わ
せ
て
女
房
等
が
自
ら

「普
賢
菩
薩
井
十
羅
刹
女
一
鋪
」
を
図
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
　
奈
良
国
立
博
物
館
本
、
兵
庫

。
福
祥
寺
本
、
鳥
取

。
常
忍
寺
本
な
ど
。

ω
　
『定
遺
』
　

一
五

一
〇
頁

０
　
『法
華
十
羅
刹
法
』
翁
大
正
新
修
大
蔵
経
』
二

一
）

十
羅
刹
形
様

藍
婆
形
如
薬
叉
。
衣
色
青
。
右
手
独
股
当
右
肩
。
左
手
持
念
珠
。
即
立
左
膝
当
居
彼
上
。
面
肉
色
也

毘
藍
婆
。
形
如
竜
王
如
円
満
月
也
。
如
向
大
海
。
右
手
把
風
雲
。
左
手
把
念
珠
也
。
衣
色
碧
緑
也
。
面
色
自
前
立
鏡
台
也
。



曲
歯
形
天
女
仙
。
衣
色
青
面
伏
低
。
前
捧
香
花
長
脆
居
。
半
珈
坐
也

花
歯
。
形
如
尼
女
。
衣
色
紫
色
也
。
右
手
把
花
。
左
手
把
花
盤
面
少
低
也

黒
歯
。
形
如
神
女
。
衣
色
都
妙
色
也
。
右
手
取
叉
左
手
軍
持
也
。
猶
如
守
護
之
形
半
珈
坐
也

多
髪
。
形
如
童
子
満
月
肉
色
。
乾
達
女
右
手
銅
環
取
。
左
手
如
舞
長
脆
居
也

無
厭
足
形
如
頂
経
之
形
。
恒
守
護
衣
色
浅
孤
也

持
壊
塔
。
形
如
吉
祥
天
女
。
左
右
之
手
持
壊
略
也
。
衣
色
金
也
。
面
色
肉
色
結
珈
欧
坐
也

白
幸
諦
。
形
如
頂
鳴
。
女
形
衣
色
紅
青
也
。
右
手
把
裳
。
左
手
持
独
股
。
如
打
物
形
立
膝
居
也

奪

一
切
衣
衆
生
精
気
。
形
如
梵
王
帝
釈
女
。
帯
鎧
伏
甲
。
出
頂
馬
頭
也
。
念
怒
形
。
右
手
持
杵
左
手
持
三
股
。
衣
色
棟
雑
色
也
。
結

珈
跳
坐
也

③
　
『阿
娑
縛
抄
』
巻

一
七

一

（大
正
図
像
九
）

第
二
形
像
事

一　

藍
婆
形
　
如
薬
叉
女
　
色
青
　
右
手
持
独
股
当
肩
　
左
手
持
念
珠
　
即
立
左
膝
　
当
彼
上
居
　
血
肉
色
也

一
一　
毘
藍
婆
形
　
如
竜
王
女
円
満
月
也
　
如
向
大
海
　
右
手
把
風
雲
　
左
手
括
余
持
也
　
衣
色
碧
緑
也
　
面
色
自
　
前
立
鏡
台
也

〓
一　
曲
歯
形
　
如
天
女
　
衣
色
青
　
面
伏
低
　
少
前
捧
香
花
　
長
脆
居
　
半
珈
坐
也

四
　
華
歯
形
　
如
尼
女
　
衣
色
紫
雲
也
　
右
手
把
花
戯
　
左
手
把
花
盤
　
左
方
面
少
低
居
也

五
　
黒
歯
形
　
如
神
女
顔
　
衣
色
都
妙
色
　
右
手
持
刃
　
左
手
軍
持
也
　
猶
如
守
護
之
形
也
　
半
珈
坐

エハ
　
多
髪
形
　
如
乾
達
女
　
右
手
銅
鍍
取
　
左
手
如
俳
　
長
脆
居
也
瞳
敵
鋪
胡

七
　
無
厭
足
形
　
如
頂
経
女
之
形
　
恒
守
護
経
箱
　
ユ削
花
鎖
立
居
　
衣
色
浅
緑
也

十
准
利
姜
画
像
に
つ
い
て
の
一
考
慕
　
―
配
列
に
つ
い
て
―
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八
　
持
瑛
略
形
　
如
吉
祥
天
女
　
左
右
之
手
持
壊
略
也
　
衣
金
生
面
色
肉
色
結
珈
映
坐
也

九
　
皐
諦
形
　
如
頂
鳥
女
形
　
衣
色
紅
青
也
　
右
手
把
嚢
　
左
手
持
独
股
　
如
打
物
之
形
　
エエ
膝
居
也

十
　
奪

一
切
衆
生
精
気
　
如
帝
釈
女
。
帯
鎧
伏
甲
於
出
頂
馬
頭
也
。
盆
怒
形
。
右
手
持
杵
。
左
手
持
三
股
。
衣
色
繰
雑
色
也
。
結
珈

欧
坐
也

０
　
「奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
普
賢
十
羅
刹
女
像
に
つ
い
て
」
増
記
隆
介
　
鹿
園
雑
集
５
号
二
〇
〇
三

。
三

０
　
註
０
参
照

回
　
『五
十
巻
抄
』
翁
真
言
宗
全
書
』
巻
二
十
九
）

第
十
二

「本
身
事
」
興
然

十
羅
刹
女
変
化
身

　
一
名
藍
婆
者
東
方
宝
幡
如
来
変
化
身
也
　
一
一名
毘
藍
婆
者
南
方
花
開
如
来
変
化
身
也
　
一二
名
曲
歯
者
西
方
阿

弥
陀
如
来
変
化
身
也
　
四
名
花
歯
者
北
方
天
鼓
音
如
来
変
化
身
也
　
五
名
黒
歯
者
中
央
大
日
如
来
変
化
身
也
　
不
動
尊
　
エハ
名
多
髪

者
普
賢
菩
薩
変
化
身
也
　
七
名
無
厭
足
者
文
殊
師
利
菩
薩
変
化
身
也
　
八
名
持
壊
略
者
弥
勒
菩
薩
変
化
身
也
　
九
名
皐
諦
者
観
世
音

菩
薩
変
化
身
也
　
十
名
奪

一
切
衆
生
精
気
者
茶
吉
天
変
化
身
也
云
々

註
０
参
照

註
０
参
照

「普
賢
十
羅
刹
女
像
に
つ
い
て
」
松
下
隆
章
　
仏
教
芸
術
６
号
　
一
九
五
〇

・
二

註
０
参
照
。
藍
婆
の
項
に

「面
肉
色
也
」
と
あ
る
。
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〈キ
ー
ワ
ー
ド
　
　
十
羅
刹
女
　
鬼
子
母
神
　
普
賢
十
羅
刹
女
像
　
法
華
十
羅
刹
法
〉

参

考

文

献

増
記
隆
介

「奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
普
賢
十
羅
刹
女
像
に
つ
い
て
」

『鹿
園
雑
集
』
五
号
　
奈
良
国
立
博
物
館
　
二
〇
〇
三

・
三

松
下
隆
章

「普
賢
十
羅
刹
女
像
に
つ
い
て
」

『仏
教
芸
術
』
六
号
　
毎
日
新
聞
社
　
一
九
五
〇

・
二

菊
竹
淳

一
「普
賢
十
羅
刹
女
図
の
諸
相
」

『仏
教
芸
術
』

一
三
二
号
　
毎
日
新
聞
社
　
一
九
八
〇

・
九

柳
澤
孝

コ
扇
面
法
華
経
冊
子
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

『扇
面
法
華
経
の
研
究
』
　

鹿
島
出
版
会
　
一
九
七
二

増
記
隆
介

「和
装
十
羅
刹
女
の
図
像
形
成
に
関
す
る
研
究
―
扇
面
法
華
経
冊
子

。
平
家
納
経
を
中
心
に
」

「鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
二

一
号
別
冊
　
鹿
島
美
術
財
団
　
一
一〇
〇
三

松
嶋
雅
人

「新
出
　
一九
亀
二
年
銘
の
長
谷
川
信
春
筆
　
鬼
子
母
神
十
羅
刹
女
像
」

『Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
』
五
人

一　
東
京
国
立
博
物
館
　
一
一〇
〇
二

・
十
二

宮
崎
英
修
編

『民
衆
宗
教
史
叢
書
第
九
巻
　
鬼
子
母
神
信
仰
』
雄
山
閣
　
一
九
八
五

有
賀
祥
隆

『法
華
経
絵
』
至
文
堂
　
一
九
八
八

十
准
刊
姜
画
像
に
つ
い
て
の
一
考
慕
　
―
配
列
に
つ
い
て
―



・
山
本
勉

『普
賢
菩
薩
像
』
至
文
堂
　
一
九
九
二

・

『女
性
と
仏
教
　
い
の
り
と
ほ
ほ
え
み
』
奈
良
国
立
博
物
館
　
一
一〇
〇
三

・
倉
田
文
作
、
田
村
芳
朗
監
修

『法
華
経
の
美
術
』
　

佼
成
出
版
社
　
一
九
人

一

。

『大
日
蓮
展
』
図
録
　
東
京
国
立
博
物
館
　
一
一〇
〇
三


